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➨㸲学ᖺࠕᅜㄒࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ⓑᕝ ἞ 

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 １㝵多目的ᐊ １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ ࡡࡘࡂࢇࡈ ࠥぢ࣭ࡿㄞむ࣭ឤࠥࡿࡌ 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

༢ඖ┠ᶆ ࣭教科᭩とᫎ⏬をẚ㍑し、≀ㄒの中で「ᝒしい」というឤ情がどのように❧ち上がってく

るのかを考える。 

࣭௚者とのゎ㔘の㐪いを知り、自らの「ㄞみ」を᣺り㏉ることができる。

㸲年⏕の⋤道文学教ᮦとされるࠗごんࡂつね࠘は、භつの場面から構成され、時間と場の設定が場面

ᒎ開と重なることで、≀ㄒ全体のὶれを捉えやすいసရである。第஬場面まではごんの୕ே⛠㝈定ど点

で≀ㄒが進み、子どもたちはごんの行動やᚰ情の変化に寄りῧいながらㄞみ進めることができる。一方、

第භ場面ではど点がර༑へと㌿᥮し、ࢡࢵ࣐࢖ࣛࢡスにおけるごんの気ᣢちを考え直すᚲ↛性が⏕まれ

る。このど点の㌿᥮は、ㄞみᡭに一つのゎ㔘を୚えるのではなく、」数のㄞみが❧ち上がるవᆅをṧし

ている。子どもたちは同じことࡤにゐれても、ࡑのឤじ方や想ീの௙方は一様ではなく、ࡑこにはこと

にྰ定したり、ṇゎをࡄやୡ⏺に対する「ឤ度」の㐪いが⾲れる。本学⣭では当ึ、௚者の考えをすࡤ

求めたりする姿が見られたが、� 学ᮇに行ったḷモ教ᮦを⏝いた༢元を通して、自分とは␗なるឤじ方

やㄞみが存ᅾすること、ࡑれが自分の考えをᗈげるዎᶵになることに気࡙き、௚者とかかわることの౯

್を見出す姿が見られるようになった。 

本༢元では、教科᭩をもとに自分なりのゎ㔘をもったうえで、「ᫎ⏬∧ごんࡂつね」をど⫈する。ᫎ

⏬は、┘╩やไస者のゎ㔘のもとに構成された一つの「ㄞみ」であり、ཎసにᥥかれた出᮶஦やᚰ情の

ὶれを踏まえつつ、「ᝒしさ」がより際❧つように₇出されている点に≉ᚩがある。ㄡもが同じᫎീ࣭

㡢࣭時間のὶれをඹ᭷することができるという点で、ᫎ⏬はᙉいබඹ性をもつᮦである。文❶では想ീ

にጤねられていたே≀の⾲情や間、㡢の౑い方が具体化されることで、子どもたちは自分のㄞみとᫎ⏬

のㄞみとのࣞࢬに気࡙きやすくなる。ࡑのࣞࢬは、⤖ㄽを☜定させるためのものではなく、「自分はな

と、自分のឤじ方やㄞみの⫼ᬒをၥい直すた「のようにᥥいたのかࡑは⏬ᫎࡐな」「うឤじたのかࡑࡐ

めの㊊場となる。自分のឤ度によるㄞみと、ᫎ⏬が提♧する一つのゎ㔘、ࡑして௚者のឤじ方とを 㑏

する中で、௚者のෆにあるୡ⏺を想ീし、自らのឤじ方をあみ直していく。௚者との対話を通して自分

のㄞみやឤじ方を᭦新し、ᫎ⏬というඹ᭷されたୡ⏺をᡭがかりに、㐪いやࣞࢬを引き受けながら考え

を深めていく姿に、関係性の中で⏕成される主体としての学びのᗈがりが見られることをᮇᚅしたい。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸵᫬㛫┠㸭඲㸷᫬㛫㸧 

第１ḟ ࠗごんࡂつね࠘をㄞみ、気ᣢちの変化や性᱁、情ᬒなどについて考える。͐㸲時間 

第２ḟ ᫎ⏬∧ࠗごんࡂつね࠘を見て、新たなゎ㔘を知り、⤖ᮎを知っているのになᫎࡐ⏬とཎస

で「ᝒしみ」のឤ度が変わるのかを考えඹ᭷する。         ͐本時㸱�㸱時間 

第㸱ḟ ༢元を᣺り㏉る。                         ͐２時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭教科᭩とᫎ⏬をẚ㍑し、௚者とのゎ㔘やឤ度の㐪いを知り、自らの「ㄞみ」を᣺り㏉る。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

�㸬  。ー࣐を☜認し、めあてを❧てるࢸ

なࡐཎసとᫎ⏬でᝒしみの኱きさが変わるのだろう㸽

２㸬考えをඹ᭷する。 

㸱� めあてについて᣺り㏉り、ḟのࢸー࣐をỴ定する。 

 。ー࣐を☜認し、話し合う際のど点や目的をඹ᭷するࢸ࣭

࣭これまでの「ごんࡂつねの」のㄞみをもとに、ᫎ⏬と教科᭩の

ឤじ方㸦「ᝒしみ」㸧の㐪いについて考えられるようにする。 

。ア≉性にも╔目できるようにする࢕ࢹれぞれのメࡑ࣭

࣭子どもたちの考えを構造的にᯈ᭩し、ࡑれぞれの考えのඹ通点

や┦㐪点がどぬ的に明☜になるようにする。 

࣭ඹ᭷を通して自らの「ㄞみ」を自ぬし、ḟの時間の学びを自ら

㑅ᢥ、Ỵ定できるようにする。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 。れぞれの考えをඹ᭷する中で、௚者とのかかわりを通して学びを深める姿が見られたかࡑ 

➨㸱学ᖺࠕ⌮⛉ࠖ学⩦ᣦᑟ᱌ ᤵᴗ⪅ ᮡ㔝 さち子

２᭶２㸮日㸦㔠㸧 㸱㝵㹁ᐊ  １㸮㸸㸮㸮㹼１㸮㸸㸲㸮 㸦話し合い１１㸸㸮㸮㹼１１㸸㸲㸳㸧 

㸯 ༢ඖྡ ࡌ▼の࠺ࡹࡁࢇࡅ 

㸰 ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟ 

༢ඖ┠ᶆ ࣭☢▼の性㉁について、自分のㄪべたいことを௚者と協ຊしながら研究する。 

࣭学⣭で研究成果をఏえ合うことを通して、科学的な㧗まりをつくる。

子どもたちは、ప学年教育で自↛と㇏かにかかわってきた⤒㦂から、理科の学⩦をᴦしみに取り組ん

できた。一方で、みんなで同じၥ題をゎỴすることや、ෆᐜありきの学⩦に≀㊊りなさや㞴しさをឤじ

る子もいる。また、自分の⯆࿡にᇶ࡙き、⯆࿡の㏆い཭㐩と協ຊしてㄪべることに自ಙをもっているが、

ㄪべたことをグ㘓することや、自分の⯆࿡と㐪うことを⫈くことにももっと౯್をឤじて࡯しい。 

こで、子どもたちのᚓ意なಶの⯆࿡にᇶ࡙く学びの中に、協ാ的にゎỴする㐣程を኱ษにすることࡑ

で、より自分の学びが深まるとឤじられるようにしたい。ࡑのために、「㸱年⏕部会」の提案にᇶ࡙き、

「関係にᇶ࡙くホ౯」を取りධれる。また、「理科部会」の提案する「関係の中でၥ題や௬設が⏕まれ

る自↛の஦≀⌧㇟との出会い」を試みる。 

 導ධでは、「☢▼ってどんなもの㸽」と⤒㦂や࢖メーࢪについて対話する。「くっつく」「⣬を␃め

る」「16 がある」など様々なことがㄒられるだろう。また、ᴟの⾲♧がないᲬ☢▼と対話する。「ᙉ

う㸟」「16ࡑ がない㸽」などの気࡙きをඹ᭷することで、自分や཭㐩の⤒㦂や気࡙きのᕪ␗点やඹ通

点から、ࡑれぞれが「ㄪべてみたい」とᛮったၥ題について研究をጞめる。おࡑらく、これまでの⤒㦂

から、ၥ題の㏆い数ேで研究を行うであろう。཭㐩や☢▼、஦㇟との関係の中でホ౯を通して学びを進

めるようにする。理科部でいうඹ同体は、研究を進めるࢢルーࣉとඹ᭷する学⣭である。 

 研究にあたっては、教ᖌの願いもఏえる。科学的であることにᐈほ性はḞかせないことから、ඹ᭷の

時間を኱ษにして࡯しいこと、出᮶஦を኱ษにするためにグ㘓をして࡯しいこと、ࡩり㏉りを通して、

自分の変化を኱ษにして࡯しいことの㸱点である。受けධれるかどうかは子どもがỴめることであるが、

教ᖌも関係の中の一員としてఏえたい。子どもと教ᖌの目ᶆの㐩成に㏆࡙けるように、また、௚者や☢

 。の性㉁とのかかわりを通して自分の目ᶆを᭦新していけるように、ともに学⩦を進めていくࡑ、▼

したがって、学⩦ෆᐜの㡰␒は஦前にỴめることができない。ಶ々の研究をඹ᭷することから、☢▼

の性㉁が明らかになったり、まだわからないことが明らかになったりし、ḟの目ᶆがつくり出される学

⩦を「ඹ同体において科学的な㧗まりをつくる学びの㐣程」と捉えている。 

㸱 学⩦ᣦᑟィ⏬㸦㸴᫬㛫┠㸭඲㸯㸮᫬㛫㸧 

第１ḟ ☢▼と出会い、ၥ題を見いだす     ͐２時間 

第２ḟ ☢▼の性㉁を研究する         ͐本時㸲㸭６時間 

第㸱ḟ もっと知りたいၥ題を研究する     ͐２時間 

㸲 ᮏ᫬の学⩦࡚࠸ࡘ࡟ 

 �㸯�ᮏ᫬の࠸ࡽࡡ 

 ࣭研究成果のඹ᭷を通して、自分の目ᶆを明☜にし、☢▼の性㉁についての理ゎを深める。 

㸦㸰㸧ண᝿ࡿࢀࡉᮏ᫬のᒎ㛤 
主な学⩦活動と子どもの姿 ␃意点

�㸬 研究の成果を⫈き合う。 

�㸬 本時の目ᶆを見いだし、ㄪべる。 

�㸬 ḟの時間の研究について見通しをもつ。 

࣭ඹ᭷の場では、子ども同ኈのホ౯活動が進むように、ᯈ᭩にᩚ

理する。 

れぞれの目ᶆが㐩成に向かうよう、見とりとかかわりを行ࡑ࣭

う。 

࣭グ㘓やࡩり㏉りから、ḟの目ᶆをともに考える。 

 ࡜ࡇ࠸ࡓࡋ࡟ヰ㢟࡛࠸ྜࡋᤵᴗᚋのヰڧ

 ࣭関係にᇶ࡙くホ౯により、どのような自分らしさを見いだしたか。 

࣭ඹ同体の中で、どのような科学的な㧗まりをつくったか。 
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